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大仙市の発酵文化発信プロジェクト 
 

地域社会コース 3年次 伊藤千穂 

益満ゼミナールでは昨年度に引き続き、シティ

プロモーションの一環として、大仙市農林部さん・

広報広聴課さんと大仙市の 5 つの酒蔵とタッグを

組み、大仙市の日本酒の魅力を PRするプロジェク

トに参加しています。今年度からは広報活動のみ

ならず、オリジナル日本酒である「宵の星々」の日

本酒造りに学生が酒米づくりから携わり、販売活

動まで行うことになりました。今回はその活動に

ついて紹介します。 

まず、4 月に 4 年次のゼミ生が酒米の種まき作

業に参加しました。秋田清酒株式会社さんにご協

力いただき、出羽鶴酒造さんの田んぼで「美郷錦」

という品種の酒米を植えました。種まき専用の機

械を使用し、ベルトコンベアに育苗箱を乗せて作

業しました。その後、スチーム発芽機にセットす

るまでを行いましたが、育苗箱は重く、非常に力

のいる作業でした。 

続いて、5月に酒米の田植えを行いました。4月

に植えた酒米の種は、約 1 ヶ月半で手のひら位の

苗に成長していました。その苗が植えられている

育苗箱の運搬や移し替え作業、田んぼの中に入っ

て均し作業をしました。そして、田植え機の運転

もさせていただきました。全員初めての体験だっ

たため苦戦しつつも、秋田清酒株式会社の方々に

ご教示いただきながら真っ直ぐ植えることができ

ました。 

 

 
  

6月に行われた草刈りからは、3年次のゼミ生 6

名が参加しました。田んぼの草刈りは、稲に害虫

を寄せ付けないための大切な作業です。鎌で手刈

りをしたり、草刈り機を使用したりと、気温が上

昇する中での慣れない作業でしたが、酒米が丈夫

に育つようにと全員で集中して取り組みました。

刈った後、山積みになった雑草からは達成感が得

られました。 

学生である私たちが酒米づくりや田んぼの環境

整備に携わることで、日本酒のカギとなる酒米へ

のこだわりや日本酒造りの奥深さを実感し、日本

酒の魅力を発信する立場として、気が引き締まり

ました。 

また、私たちの活動を秋田ケーブルテレビさん、

FMはなびさんで紹介させていただきました。 

 

 
 

こちらではシティプロモーションの概要から私

たちの活動まで、様々なお話しをしています。さ

らに、東京都在住のシンガーソングライターrirox

さんから、「宵の星々」のテーマソングを提供して

いただきました。このように多くの方々が私たち

の活動に注目してくださり、日本酒の完成を楽し

みにしているとのお言葉もたくさんいただきまし

た。多くの方に知っていただけることはとても嬉

しく、励みとなっています。 
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地域社会コース３年次 進藤佳音 

次に、9月下旬からの活動を紹介します。 

まず私たちは、酒米の稲刈りを体験させていた

だきました。私は、手刈りとコンバインでの作業、

どちらも経験させていただきました。手刈りは、

コンバインの動線を確保するために田んぼの４隅

を刈り取る作業です。中腰での作業のため大変で

したが、一つひとつのお米と向き合えているよう

な感覚があり愛着が湧きました。コンバインの運

転は、ゼミ生全員が初めての経験でした。最初は

緊張しましたが、農家さんが丁寧に操作方法を教

えて下さったため、楽しく稲刈りをすることがで

きました。方向やスピードの調節など難しい操縦

を淡々とこなし、広大な田んぼの稲刈りをする農

家さんの姿には心を打たれました。このような貴

重な体験をさせていただき、より一層今後の活動

に身が入るとともに、収穫したお米がお酒になる

日が非常に楽しみになりました。 

 

 
 

私たちは、大仙市の日本酒の魅力をより多くの

人に知ってもらうために、大仙市の広報広聴課さ

んとも協力をしています。ゼミ生それぞれが日本

酒に合う料理を考え、そのレシピを大仙市の市報

「だいせん日和」に掲載中です。マーケティング

の講義で学んだことを生かしつつ、女子学生なら

ではの視点で考えました。また、ただレシピを考

えるだけではなく、秋田清酒株式会社の伊藤社長

の奥様のご指導の下、実際に料理を作りました。

味はもちろん、使う素材や見た目のデザインなど

にもこだわり、日本酒の良さを際立たせる６品の

美味しい料理が出来上がりました。 

これまで様々なメディアに出演させていただい

たり、SNSで情報を発信したりと、私たちの活動や

大仙市について幅広く周知活動を行ってきまし

た。その一部として、FMはなびさんご協力の下、

見学・取材を行った大仙市の５つの酒蔵について

紹介する動画を YouTube で公開することになりま

した。番組名は、「秋田大学益満ゼミ presentsノ

メバミヤコ」です。動画では、酒蔵見学の様子や取

材の内容、ゼミ生がお酒を飲んだ感想などを紹介

しています。シンガーソングライターの rirox さ

んに提供していただいた楽曲も使用されているの

で、注目してください。この動画は、FMはなびの

HPのトップページから、または YouTubeの「FMは

なび TV」というチャンネルから見ることができま

す。 

これらの活動を通して、酒蔵の方々や米農家さ

ん、地元メディアの方々など、地域全体で大仙市

の日本酒を盛り上げていこうとする意志や愛情が

感じられました。私たちもお酒造りに携わること

でこれまでの日本酒のイメージが良い意味で覆さ

れたので、このことをより多くの人に発信してい

き、大仙市の発酵文化のさらなる発展に貢献した

いです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 12/27 今シーズン初めての大雪となりました 
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特別支援教育コースでの学び 

 

特別支援教育コース 3年次 棟方のぞみ 

特別支援教育コースでは、特別支援学校教諭を

中心に教員免許取得を目指します。まず、主免と

して小学校教諭か中学校教諭の免許を選択します。

副免として、これらの他に幼稚園教諭、高等学校

教諭の免許を取得でき、保育士や学校図書館司書

教諭、社会教育主事など、将来の選択を広げるた

めの勉強をすることもできます。 

私は主免で小学校教諭を選択しているため、小

学校主免の学びについて紹介します。特別支援教

育については 1年次から 4年間学んでいきます。

1 年次は、必修科目である基礎教育科目や初等科

目などを学びます。2 年次からは、副免の科目を

専門的に学んでいきます。そして、秋田大学教育

文化学部附属小学校での教育実習があります。3

年次から研究室に配属されます。自分の興味のあ

る特別支援の分野について深く学ぶことができる

研究室や、学び方が自分に合っている研究室を選

びます。そこで卒業研究に向けて研究室の先生や

先輩、同級生たちと考えを深めていきます。周り

の意見を聞くことができる貴重な時間です。夏休

みには公立小学校での実習と附属特別支援学校で

の実習があります。大変なようにも思われますが、

実際に子どもたちとかかわることで多くのことを

学びました。教師のやりがいも感じられた充実し

た期間でした。4 年次は教員採用試験の受験と卒

業論文の作成です。附属中学校での副免実習もあ

ります。 

私が感じる特別支援教育コースの一番の魅力は、

仲が良いことです。同学年はもちろん、先輩・後

輩ともかかわりやすいです。自習室では 1~4年次

が混ざって話している場面がよく見られます。ま

た、コースでの行事がたくさんあります。この二

年間は新型コロナウイルスの影響で開催されない

ものが多いですが、新入生歓迎会やスポーツ祭、

秋大祭でのお団子販売、特研旅行など楽しい行事

ばかりです。 

ここでは紹介しきれない程、魅力あるコースで

す。少しでも皆様に伝わっていると嬉しいです。 

 

令 和 元 年 度    

の特研旅行→ 

 

←入学式後の集

合写真 

特別支援教育コース 3年次 伊東大樹 

特別支援教育コースでは、障害のある子ども一

人一人に合わせた教育を行えるように勉強します。

そんな特別支援教育コースでの学びについて、実

習に焦点を当てて紹介します。 

特別支援教育コースでは、取得を希望する免許

に合わせて、保育園、幼稚園、小学校、中学校、

特別支援学校など様々な実習の機会があります。

私が特に印象に残っているのは、特別支援学校で

の実習です。特別支援学校での実習では、生徒が

主体的に学習するための工夫について多く学びま

した。生徒が製品作りを通して、働く意欲を高め、

働く技術を身につける作業学習では、教師が「今

日、何枚のコースターを作ったのか数えてみよ

う！」と言葉掛けをして、1 日で作った製品の数

を一緒に数えたり、製品作りに集中している姿を

タブレットで撮って見せたり、作業学習の終わり

の会で生徒一人一人が成果を発表する機会を設け

たりすることで、生徒が成果や頑張りを実感でき

る機会が積極的に設けられていました。さらに、

生徒が製品作りで失敗をした際は、教師から失敗

を指摘するのではなく、手本の物と見比べさせる

ことで、生徒が主体となって改善するべき点やど

のように改善するのかを考えることにつながるこ

とを学びました。特別支援学校の先生方の、指導

をしているときの眼差しからは真剣さや熱い情熱

が伝わってきて、「自分も確かな指導力や知識、

熱い情熱をもって、一人一人の児童・生徒に向き

合えるような教師になりたい！」と強く思えるよ

うな実習でした。また、一人一人の児童・生徒に

時間をかけて向き合えるという特別支援学校の教

員の魅力を発見する機会にもなりました。このよ

うに、実習では、大学の座学では学べない実践的

なことを多く学ぶことができました。特別支援教

育コースでは、実習の他にも障害のある方の余暇

活動を支援するボランティアなど、大学での座学

で学んだことを活かせる場、座学では学べないこ

とを学べる場がたくさんあります。 

これからも、大学で学んだことを子どもとの関

わりで生かすこと、子

どもと関わった経験か

ら大学での学びを深め

ることを通して、理想

の教師像に近づけるよ

うに頑張りたいです。
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11/29附属小学校オープン研修会を実施 

附属小学校長 外池 智 

 附属小学校の令和 3年度のオープン研修会が

11月 29日（月）に実施されました。授業提示は、

一週間前の 11月 22日（月）に実施されました。

2 つの授業が提起され、一つは特別活動で、単元

名は「5A笑顔集会を開こう」、授業者は村上宙思

教諭、対象学級は 5年 A組でした。もう一つは総

合的な学習の時間で、単元名は「きらり みんな

の笑顔があふれるまちⅡ」、授業者は渡部和朝教

諭、対象学級は 4年 B組でした。 

特別活動の授業の目的は、「議題の趣旨を正し

く捉え、論点に沿った発言を重ねながら意思決定

をするという資質・能力を育てる」ことです。そ

のための方策として、「様々な意見を全体で共有

した視点で比べ、論点との整合性を考えて話し合

う『見方・考え方』を、活動全体を通して働かせ

る」指導の工夫を試みました。 

 

一方の総合的な学習の時間の目的は、「人は皆、

大小問わず困難を抱えており、それを乗り越えよ

うと、互いを思い、支え合って生きていくという

意味で対等な存在である」という考えを持てるこ

とです。そのための方策として、「自分と相手の

思いの違いに着目し、得意なことや安心する関わ

り合いについての共通点を踏まえながら、共に活

動するためのよりよい方法を見いだすという『見

方・考え方』」の工夫を試みました。 

研修会では、Zoom での外部参加者が 30 名で、

福島県、青森県、埼玉県等、県外からの参加者も

ありました。職員の参加者は 24名であり、合わせ

て 54 名で充実した意見交換が行われました。研

究協力者は、特別活動では鈴木翔准教授、総合的

な学習の時間では細川和仁准教授であり、総括の

コメントをいただきました。 

 
 

12/27の旭水苑と 60周年記念ホール 
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11/30 附属幼稚園 秋の保育研究会・講演会を実施 

 

こども発達・特別支援講座 保坂和貴 

 11 月 30 日に附属幼稚園秋の保育研究会・講演

会を Zoom により実施しました。玉川大学教授岩

田恵子先生を講師にお招きし，秋田県内外から総

勢 82名が参加しました。 

第Ⅰ部では「思いをつなぐ保育者のかかわり」

と題し，こども発達・特別支援コース山名裕子先

生の司会のもと，附属幼稚園各クラス担任の教員

と岩田先生とでカンファレンスを行いました。本

年度は「遊びの中で育つかかわり」という研究主

題の初年度として「かかわりを支える保育者」を

テーマに保育を進めています。日々の保育のなか

で繰り広げられる遊び，そのなかでの子どものさ

まざまな環境，ものや人とのかかわり，そこで「育

ち」をどのように読み取り，またどのように支え

援助していくのか，各担任の先生からは現在の子

どもの姿や保育の難しさなど写真をもとに話題提

供いただきました。岩田先生からは，それぞれの

写真から読み取れる活動の面白さやそこでの子ど

も理解のあり方などコメントしていただきました。

子どものことや子どもたちが展開している活動を

肯定的に受け止めかかわることの大切さを改めて

学ぶことができました。 

 

第Ⅱ部では岩田先生より「遊びの中の「かかわ

り」をどうみるか」と題した講演が行われました。

保育をとらえる際の理論的な枠組みである「二人

称アプローチ」についてご講義いただくとともに，

現在岩田先生が進められている研究，写真を用い

た「ドキュメンテーション」の方法について，事

例を交えて紹介いただきました。ある園で子ども

たちの活動を写真に収め積み重ねていくうちに，

それを保護者の連絡帳に用いたり，遊びのコーナ

ーに貼ってみたり，そうやって子どもたちの遊び

のプロセスを写真によって「見える化」したこと

で，保育者の子ども理解もさることながら，保護

者にとっても子どもたちがしていることがわかる

ようになり，また子どもにとっても自分の活動を

振り返ってとらえる機会になったり，よい変化が

生み出されたとのことでした。なかなか目に見え

ない「かかわり」を，写真を記録として用いるこ

とで，子どもだけでなく子どもを取り巻く保育者

や保護者の理解も深まり保育のコミュニティその

ものが育っていく過程は，附属幼稚園の保育実践

を進めていくうえでも大きな示唆を得ることがで

きるものとなりました。 
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12/16 学生協議会学生委員と学部長との懇談会を実施 

 

 12月 16日木曜 16：30～18：10、Zoomにより学

生協議会の第 1回目を開催するとともに、学部長

と学生委員との懇談会を実施しました。2014年度

に発足した学生協議会は、毎年メンバーが交替し

て、今回第 8期となりました。17名の参加があり、

学生からの要望として、以下のようなことが出さ

れました。 

〇コロナの影響による日程変更、PCR 検査の要請

など、早めに知らせてほしい。 

→感染状況により，教育実習の日程が変更になっ

たり，急遽 PCR検査を求められたりと，大変であ

ったと思う。いずれも受け入れ校あってのこと

（PCR 検査も，教育委員会から急な要請があった

もの）であることをご理解いただきたい。次年度

の感染症対策を検討中。急な要望とならないよう，

先んじて対応したい。 

〇自習室の使用ルールやその変更が学生に知らさ

れていない。 

→感染対策としての学年制限は撤廃したが，コー

スによって運用が異なるため，コース主任の先生

へ確認し，学生に周知するよう伝える。 

〇対面授業が望ましい。遠隔だと友達ができにく

い。キャンパス、教室の配置も分からない。 

〇対面と遠隔が 1日の時間割で混在していると，

切り替えが難しい。 

〇遠隔授業ばかりのときは，1日で 3～4コマ長時

間 PCを見続けることとなり，目が疲れていた。 

〇昨年度に比べて，遠隔授業が改善されてきた。

Zoomの進行がスムーズになり、課題の提出方法が

webclassに統一されてわかりやすくなった。 

〇遠隔では出される課題が多い。授業時間外の拘

束時間が長い。課題の締め切り日が土日に設定さ

れており，土日なのに休めない。 

→昨年度，オンデマンド授業で時間割の授業時間

内に課題提出を求められることがあり，教員に改

善を求めた。今回も教員に注意喚起する。 

〇サークルや課外活動で，外部イベントに参加す

る際，現在許可制となっているが、会議での審議

がイベントの直前すぎて，実質参加するなといっ

ているように感じる。また，直前に不許可になっ

ても困る。 

→コロナ会議での審議は感染状況を考慮する必要

があるため，あまり先んじて許可を出すことは難

しい。 

〇空き教室の把握が難しい。昨年度も伝えたが，

もう少し簡単に利用教室が確認できるようにして

ほしい。 

→技術的な問題もあり、アネットの空き教室のペ

ージ以上には対応が難しい。 

〇現在，教室の１ｍ２ｍ定員が撤廃されたので，

座席番号がないところに座っている。空き時間で

の利用時には，入退室記録をしているが，座席番

号記入欄は不要ではないか。 

→感染状況が落ち着いていることと，これから入

試で教室を使用する機会が増えるため，掲示物・

座席札について，見直したい。入退室記録の作成

は全学ルールのため，急な撤廃は難しい。 

〇地域連携ゼミと特定地域研究ゼミ，3 年次にい

ずれか選択することとなっているが，地域連携ゼ

ミは 2年次から説明会があるのに，特定地域研究

ゼミの情報が乏しく，両者を比較検討できないた

め，選択しづらい。 

→以前は，同時期に説明会を開催していた経緯が

ある。学科で検討する。 

〇情報統括センターのＰＣ実習室は使用できるよ

うになったのに，なぜプリンタが使用できないの

か。図書館は PCも使用できない。自宅にプリンタ

No. 氏　名 摘　要

1 臼木　智昭 要項第３条第１号委員（議長）

2 林　正彦 要項第３条第２号委員

3 大橋　純一 要項第３条第３号委員

4 石沢　真貴 要項第３条第４号委員

5 林　良雄 要項第３条第５号委員

6  － 要項第３条第11号委員

7 長谷川　寛子 要項第３条第６号委員

8 鎌田　夏帆 事務陪席

学生委員

No. 学科・コース 学年 氏　名 フリガナ

1 教育実践コース 1 相馬　慈 ソウマ　イツム

2 英語教育コース 1 長谷部　ひなた ハセベ　ヒナタ

3 理数教育コース 1 伊藤　彩花 イトウ　アヤカ

4 特別支援教育コース 1 藤原　宙詩 フジワラ　チュウタ

5 こども発達コース 1 藤井　夏凜 フジイ　カリン

6 地域文化学科 1 後藤　実央 ゴトウ　ミオ

7 地域文化学科 1 佐藤　颯 サトウ　ハヤテ

8 地域文化学科 1 髙橋　優哉 タカハシ　ユウヤ

9 地域文化学科 1 沼倉　大真 ヌマクラ　ダイシン

10 教育実践コース 2 仁村　真由香 ニムラ　マユカ

11 英語教育コース 2 近藤　聖眞 コンドウ　セイマ

12 理数教育コース 2 山﨑　天誠 ヤマザキ　テンセイ

13 特別支援教育コース 2 田口　陽介 タグチ　ヨウスケ

14 こども発達コース 2 加藤　杏奈 カトウ　アンナ

15 地域社会コース 2 副代表 福士　藍 フクシ　ラン

16 国際文化コ－ス 2 副代表 大野　まみ オオノ　マミ

17 国際文化コ－ス 2 草別　優希奈 クサワケ　ユキナ

18 心理実践コース 2 有原　香乃 アリハラ　カノ

19 教育実践コース 3 松渕　朗子 マツブチ　サエコ

20 英語教育コース 3 米屋　千陽 ヨネヤ　チハル

21 理数教育コース 3 三浦　慧斗 ミウラ　ケイト

22 特別支援教育コース 3 佐々木　隆志 ササキ　タカシ

23 こども発達コース 3 三浦　有紗 ミウラ　アリサ

24 地域社会コース 3 代　表 高橋　元気 タカハシ　ゲンキ

25 国際文化コ－ス 3 須藤　奏 ストウ　カナ

26 心理実践コース 3 田中　悠登 タナカ　ユウト

27 心理教育実践専攻 院1 黒木　雪乃 クロキ　ユキノ

28 教職実践専攻 院1 佐々木　健真 ササキ　ケンシン

広報委員会長

その他議長が必要と認める者

学務担当総括主査又は主査

教育文化学部事務部

学務委員会長

所属委員会等

学部長が指名する学部長補佐

ＦＤ推進委員会長

教務学生委員会長
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がない学生も多く，授業に関する印刷物もコンビ

ニまで行って印刷している状態が続いている。 

→情報統括センター等に要望をあげておく。 

〇教員の連絡先のメールアドレスが分かるように

して欲しい。所属学科ではガイダンスの際にメー

ルアドレス一覧を配付しているが，所属外の先生

の連絡先が分からず困ることがある。 

→「開設講義」や「シラバス」には内線番号の欄

のみで、先生によっては，シラバスのオフィスア

ワーにメールアドレスを掲載している。アドレス

一覧を学生が見られるようにできるか検討する。 

〇こども発達の自習室の Wi-Fi が PC 画面に「セ

キュリティの低い接続です」と表示され，調べ物

などができない。スマホが Wi-Fiにつながらない。 

→コース主任に伝える。 

〇大学院生室の Wi-Fiの調子が悪い。Zoomが途中

で固まったりする。 

→専攻長に伝える。 

 

 

【卒業生からのメッセージ⑦】 

農業振興普及課での仕事と大学での学び 

 

 秋田県北秋田地域振興局農林部農業振興普及課企画・振興班  

児玉 佳乃子（2019年 3月地域社会コース卒業） 

秋田大学を卒業してから早いもので 3年が経と

うとしています。私は卒業後、秋田県の出先機関

である北秋田地域振興局農林部に配属され、これ

まで農政業務に携わってきました。農業に関する

知識も全くなく、初めて知ることばかりで、配属

当初はどうしたものかと悩むこともありました。

そんな中、今日まで無事に勤めることができたの

は、職場の方々の助けがあったのはもちろんです

が、秋田大学で学んだことが私の支えとなってい

たからだと思います。 

私は 2015 年に教育文化学部地域文化学科に入

学しました。自分で埋めていく時間割、様々な講

義が載ったシラバスを見て、とてもワクワクした

のを覚えています。 

そんな自由な学びの場で、今の私の糧となった

と感じていることは主に 2つあります。 

一つ目は、交換留学です。私は大学 3年次に半

年間台湾へ留学しました。恥ずかしながら留学当

初はほぼ中国語が分かりませんでした。ですが、

台湾だけでなく韓国、ベトナムなど多国籍なクラ

スメイトと一緒に旅行するまで仲良くなれました。

慣れない環境で、現地の言語が分からない中でも、

充実した台湾生活を送れた経験は私の自信となっ

ています。 

仕事の中で農業の専門用語が出てきたり、農業の

知識が必要となり、業務の難しさをよく感じます。

ですが、留学当初の相手の言葉が理解できない、

自分の意見もうまく伝えられなかったあの時より、

日本語を話せる状況はコミュニケーションを楽に

取れることで一段階憂いがありません。何とかな

ると思えるようになりました。 

また、今はまだ海外と関わる業務には携わってい

ませんが、将来異動先などで現地で学んだ中国語

も生かせたらいいなと思っています。 

二つ目は大学 4 年次に行った卒業研究です。卒

業研究では山菜などの秋田の食材が認知症予防に

活用できないか研究していました。研究していた

内容が直接現在の仕事に関わってくるかと言われ

ると、そうではないかもしれません。ですが、実

験をし、そのデータを整理し、考察する作業を繰

り返すうちに、データから論理的考えよう、限ら

れた時間で効率的に作業しようとする癖がつきま

した。公務員も限られた時間の中で、法律と現況

という各々のデータを照らし合わせ判断し、事務

処理を行います。研究に向かう姿勢、考え方は日々

行動するときの役に立っていると感じています。 

以上のように、秋田大学での学びは当時私が思

っていた以上に今の私に繋がっています。 

大学は「分からない」を追求する場所であり、「分

からない」が出発点だ、という教授の言葉を今で

も覚えています。働き始めてまだ３年目ですが、

社会も分からないことばかりです。日々の講義・

研究の中で分からないと向き合うことは、大学の

外で「分からない」と対峙した時、必ず自分の助

け と な る

の で は な

い で し ょ

うか。 
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【卒業生からのメッセージ⑧】 

悩みながら学んでいくこと 
 

特定医療法人荘和会 菅原病院 三船夏実（2016年 3 月心理教育実践専攻修了） 

私は他大学にて４年間心理学を学んだ後、心理

士の道を志して秋田大学大学院の教育学研究科 

心理教育実践専攻心理教育実践コースに入学しま

した。人生の中の２年間、短いようではあります

が、現在、社会に出て働く中で大きな影響を与え

てくれています。今回は、「みなおと」寄稿のお話

をいただき、自分でも修士の経験を振り返るきっ

かけとなると思い、筆を執らせていただきました。 

 心理士になることを考え始めたのは、学部生の

ころ，心理学の教授が行っていた、定時制高校で

の「こころの授業」のアシスタントを務めたこと

がきっかけでした。その定時制高校では、不登校

気味の子、ちょっとヤンキーっぽい子、さまざま

なルーツを持つ国際児・・・といろんな子たちがい

ました。小グループに分かれて、ジェスチャーだ

けで行う伝言ゲームやすごろくをもとにしたお話

のゲームなど、さまざまな即興ゲームを行う際の

補助として定期的に参加していました。ヤンキー

っぽい子が意外と面倒見良く無口な子の世話を焼

いてくれたり、仲良しグループのメンバーがどん

どん移り変わっていったり学校を訪れるたびに新

たな発見がありました。そんなかかわりを持たせ

ていただいている中で、「心理の仕事って楽しそ

う」と、心理士資格を取得するために大学院への

進学を考えるようになりました。 

 実際に大学院へ進学してみて、今の仕事をする

のに役立ったと感じていることを 3 つ紹介します。 

 まずはプレゼンテーションの授業です。心理学

の論文を一つ選び、その執筆者になったつもりで

パワーポイントなどによるプレゼンテーション形

式に資料をまとめなおして発表し、論文に対する

質疑応答を担当するというものでした。私はこれ

が大の苦手で、同級生やゼミの先生、先輩方にも

かなり手伝っていただきました。ただ、この授業

での学びが、現在の仕事の中で患者さんや利用者

さんに疾病教育などを行う上で、「自分の考えを

伝わりやすい形にまとめる」のに役に立っていま

す。 

 次に、心理検査の実施方法とその所見をまとめ

る授業です。同級生と相談しながら、ああでもな

いこうでもないとデータから得られる様々な知見

をまとめて、一人の人の特徴を捉えていく作業を

行っていきました。いかにその方の日常生活の事

象と結び付けながらわかりやすく書くか、みんな

で夜遅くまで悩みながらまとめたことを覚えてい

ます。この授業で習ったことをまとめたファイル

は、仕事で患者さんに心理検査を実施し所見を書

くときに、今でも見返しながら活用させてもらっ

ています。 

 最後に、各種県内機関での実習です。病院実習

をはじめとして、児童相談所や障がい者支援施設、

縁あって刑務所や裁判所の見学にも行かせていた

だきました。実際にそこで心理士がどのように動

いているか、どのような場所なのか、それらにか

かわりのある患者さんがいらっしゃったときには

とてもイメージをしやすいです。また、知ってい

る方がいるからこそ、患者さんに安心して説明や

紹介ができるようになりました。 

 大学院での学びを経て、私は現在、県内の精神

科病院で心理士として勤務しています。心理士と

いう仕事のある種の特色ともいえるかもしれませ

んが、病院に限らず、心理士が独り体制の職場が

多くあります。そのため、心理検査の所見の書き

方や、カウンセリングのアプローチの仕方で悩ん

でも、心理士同士で相談できる場所がなかなか持

てず、悩みを抱えることが多々あります。また、勤

務して暫く経ち、心理士の業務拡充、そのための

土壌作りから行わなければならない機関もありま

す。 

 「こうした方がよかったかな…」「あれはあまり

良くなかったかな…」と、日々自分の仕事の仕方

を振り返りながら患者さんと関わらせてもらって

います。大学院は修了しましたが、縁あってお声

がけいただいた，修了生を中心とした勉強会で仲

間と相談したり文献から新たな知見を得たりしな

がら、自分でやれることを模索する毎日です。ま

た、社会人になって、自分の調子を保つために趣

味を楽しむことの大事さも感じています。食べ歩

きや本屋巡りなど昔から好きだったことだけでな

く、猫を飼ったり、苦手だった運動をはじめてみ

たりと、今まで挑戦してこなかったことに取り組

むことで、思考の幅が広がるとともに、思いがけ

ない気づきが得られることもありました。学生を

卒業して六年を過ぎるところですが、今よりもよ

り良く、日々

是精進、の気

持ちでこれか

らも学んでい

けたらと思い

ます。 
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12/2オンライン学部オープン説明会を開催 

 

初めての取り組みとして、12 月 2 日 17 時～

18時に 1回目のオンライン学部オープン説明会を

Zoom により開催しました。県内外の高校生 54 名

の参加がありました。 

学校教育課程、地域文化学科それぞれのブレ－

クアウトルームを設定し、同時並行で課程・学科

説明を行い、学校教育課程では、コース等別の質

問コーナーや模擬授業を実施しました。 

1月 19日に 2回目を開催する予定です。 

 

 
 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組み 
 

＊一部不明・不正確な箇所があります 

【全国】 

12/1：医療従事者を対象として 3 回目のワクチン

接種が始まる。 

12/8：国内のワクチン接種の 1 回目を終了した人

が職域接種を含めると 1億人を超える。 

12/30：全国の新規感染者数が 516 人となり、500

人を超える。500人を超えるのは 10/16の 506人

以来。11/22の 50人が底。 

 

【学部・研究科】 

12/1：院生と 4 年次・3 年次学生にのみ認めてい

た、研究・学習目的による自習室滞在を 1・2年

次学生にも拡大。 

 

【附属学校園】 

12/1-3：附属中学校、日光方面へ修学旅行。附属特

別支援学校高等部、青森・岩手方面へ修学旅行。 

 

  

発行 秋田大学教育文化学部／教育学研究科 

〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町１－１  TEL 018-889-2509 FAX 018-833-3049 

教育文化学部・教育学研究科ＨＰ http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/ 

学部研究科通信「みなおと」バックナンバー⇒http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_magazin.html 

教職大学院通信「暁鐘の音（かねのね）」⇒http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/graduate/graduate_magazin.html 

＊誌名「みなおと」の由来である秋田県女子師範学校校歌（1910年制作）を聴くことができます。 

http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_symbol.html をご覧下さい。 

ー9ー

http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/
http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_magazin.html
http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/graduate/graduate_magazin.html
http://www.akita-u.ac.jp/eduhuman/guide/gu_symbol.html



